
～協力して間仕切りを設置～ ～さまざまな障がいのある人が福祉センターへ避難～

～一般避難所開設訓練と福祉避難所開設訓練～

　１１月２１日（土）安城南中学校を会場に、大山町・百石町、城南町、赤松町の４町内会をモ
デル地区とした避難所開設訓練を実施しました。当日は１９５人が参加され避難所の環境や
混乱する状況の一端を体験する貴重な機会となりました。
　また、同時に総合福祉センターを会場に、要配慮者やボランティア団体などに参加いただ
き、安城市では初めての要配慮者が参加する福祉避難所開設訓練を実施しました。

初めての経験が今後に活きる初めての経験が今後に活きる

※訓練の詳細は2、3ページをご覧ください。
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避難所開設訓練の様子避難所開設訓練の様子

推
進
委
員
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）を
開
催

27　
安
城
市
で
は
、
各
町
内
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
「
自
主

防
災
組
織
支
援
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
安
城
市
危
機
管
理
課
、

災
害
救
援
の
専
門
家
で
あ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
、
安
城
市
社
協
の
３
団
体
が
協
働
し
、

町
内
会
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
避
難
所
開
設
訓
練
は
、「
〜

要
配
慮
者
（
災
害
時
要
援
護
者
）
に
も
配

慮
し
た
避
難
所
環
境
を
整
え
る
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
一
般
避
難
所
に
加
え
て
福

祉
避
難
所
開
設
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

安
城
で
は
初
！

　
　
　福
祉
避
難
所
開
設
訓
練

●
要
配
慮
者
へ
の
接
し
方
の
知
識

と
本
人
の
意
向
に
沿
う
支
援
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。

●
避
難
所
開
設
の
た
め
に
何
が
必

要
か
４
町
で
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
つ
く

り
、
訓
練
の
課
題
を
検
討
し
、

災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
。

推
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自
分
の
安
全
確
保
か
ら

自
分
の
安
全
確
保
か
ら

自
分
の
安
全
確
保
か
ら

　
４
町
内
会
（
大
山
町
・
百
石
町
・
城
南
町
・

赤
松
町
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
安
城
南
中
学
校

で
実
施
し
、
１
９
５
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
　

　
今
回
は
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し
、
発
災

後
か
ら
全
て
の
動
き
を
始
め
ま
し
た
。

　
避
難
者
は
受
付
後
、
避
難
所
（
体
育
館
）

に
入
り
ま
す
。
当
日
は
参
加
者
の
受
付
、
避

難
者
の
誘
導
・
移
送
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
や
、
要
配
慮
者
の
受
付
方
法
な
ど
様
々
な

課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
避
難
者
で
協
力
し
て
避
難
所
を

開
設
す
る
た
め
に
は
、
作
業
の
優

先
順
位
の
決
定
や
指
揮
命
令
系
統

の
早
期
の
確
立
の
重
要
性
な
ど
、

訓
練
を
す
る
こ
と
で
初
め
て
わ
か

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
受
付
、
部
屋
へ
の
誘

導
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
使
用

し
た
区
割
り
、
簡
易
ベ
ッ
ド
の
設

置
、
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
、

要
配
慮
者
へ
の
聞
き
取
り
、
一
般

避
難
所
か
ら
の
避
難
者
の
受
入
れ
、

基
幹
避
難
所
（
公
民
館
）
へ
の
状

況
報
告
、
物
資
の
配
給
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
知
医
科
大
学
災
害
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
澤
和
弘
氏

を
講
師
に
招
き
、
停
電
時
に
も
使

え
る
手
動
式
人
工
呼
吸
器
に
つ
い

て
の
講
演
と
体
験
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
各
町
内
会
か
ら
推
進
委
員
が
選
出
さ
れ
、
発
災
時

の
安
全
確
保
や
避
難
方
法
、
避
難
所
の
開
設
、
組
織

運
営
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
開
設
訓
練
の
内
容
な
ど
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
障

が
い
種
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

　
発
災
時
は
ま
ず
自
分
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
町
内
会
で
は
発
災
時
間
に
合
わ
せ
、

机
や
椅
子
に
隠
れ
る
な
ど
の
身
を
守
る
行
動
を
と
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
の
状
況
の
確
認

や
周
辺
の
安
全
確
認
を
し
て
一
時
避
難
所
へ
避
難
し

ま
し
た
。

　
各
町
内
会
で
安
否
確
認
を
終
え
た
後
、
公
民
館
や

公
園
な
ど
の
一
時
避
難
地
へ
集
合
し
、
一
般
避
難
所

（
安
城
南
中
学
校
）
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
す
る
際
に
は
町
内
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人

や
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
、
車
い
す
使
用
者
な
ど
の

要
配
慮
者
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
一
緒
に
避
難
し

ま
し
た
。

　
障
害
者
福
祉
施
設
の
理
事
長
と
し
て
実
際
に
被
災

さ
れ
た
下
郡
山
和
子
氏
に
東
日
本
大
震
災
の
際
に
障

が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が
ど
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え
、

ま
た
災
害
時
の
備
え
と
し
て
何

が
有
効
だ
っ
た
の
か
を
体
験
談

を
交
え
て
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
と
福
祉
施
設

の
連
携
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
地
域
の
障
が
い
の
あ
る
人

の
把
握
と
理
解
、
交
流
の
必
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

●
声
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
み
で
困
っ

た
。
文
字
に
よ
る
情
報
提
供
が

必
要
。（
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

人
）

●
必
要
な
も
の
は
持
参
す
る
な
ど

自
助
努
力
も
必
要
だ
と
感
じ

た
。

●
薬
な
ど
の
入
手
方
法
が
心
配
。

●
防
災
資
材
の
量
・
内
容
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
間
取
り
や
雰

囲
気
が
分
か
っ
た
。
他
の
施
設

も
知
り
た
い
。

参
加
者
の
声
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一
般
避
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開
設
訓
練

一
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避
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設
訓
練

一
般
避
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所
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設
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練

推
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委
員
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福
祉
避
難
所
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開
設
訓
練

福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

成
果
報
告
会 

成
果
報
告
会 

成
果
報
告
会 

ま
と
め 

ま
と
め

ま
と
め 

　
２
月
21
日
（
日
）
に
は
こ
れ
ま
で
の
成
果

報
告
を
、
参
加
さ
れ
た
町
内
会
や
当
事
者
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
名
城

大
学
都
市
情
報
学
部
教
授
の
柄
谷
友
香
氏
を

招
き
、「
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
所
運

営
の
実
態
と
課
題
〜
東
日
本
大
震
災
・
陸
前

高
田
の
事
例
か
ら
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
訓
練
の
報
告
と
講
演
を
通
し
て

改
め
て
町
内
で
の
つ
な
が
り
作
り
や
安
全
確

保
、
要
配
慮
者
へ
の
避
難
支
援
や
誘
導
、
避

難
所
開
設
訓
練
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
発
災
し
た
場
合
の
混
乱
を
想
定
し
、
両

避
難
所
で
の
訓
練
を
実
施
し
た
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
確
認
さ
れ
、
発
災
か

ら
避
難
所
開
設
ま
で
の
流
れ
を
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
安
城
市
社
協
と
し
て
も
今
回
の
学
び
を

活
か
し
、
町
内
会
や
各
団
体
の
み
な
さ
ま

と
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
要
配
慮
者
が
参
加
す
る
福
祉
避
難
所
訓
練

は
初
め
て
の
試
み
で
、
高
齢
、
肢
体
不
自
由
、

視
覚
・
聴
覚
・
知
的
・
発
達
・
精
神
障
が
い

の
各
当
事
者
、
介
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
１
０
６
人
の
参
加
者
と
職
員
等
の
合
計
１

３
０
人
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

訓練に向けての学び訓練に向けての学び

発災から避難所までの動き発災から避難所までの動き

要
配
慮
者
と
は
？
　
　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
乳
幼
児
等
の
防
災
施
策
に
お
い
て
特
に
配
慮
を
要
す
る
人
の
こ
と
。

福
祉
避
難
所
と
は
？ 

　
　
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
人
に
対
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
た
避
難
所
で
す
。

安
城
市
で
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
も
こ
お
り
や
ま 

か 
ず  
こ
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者
へ
の
聞
き
取
り
、
一
般

避
難
所
か
ら
の
避
難
者
の
受
入
れ
、

基
幹
避
難
所
（
公
民
館
）
へ
の
状

況
報
告
、
物
資
の
配
給
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
知
医
科
大
学
災
害
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
澤
和
弘
氏

を
講
師
に
招
き
、
停
電
時
に
も
使

え
る
手
動
式
人
工
呼
吸
器
に
つ
い

て
の
講
演
と
体
験
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
各
町
内
会
か
ら
推
進
委
員
が
選
出
さ
れ
、
発
災
時

の
安
全
確
保
や
避
難
方
法
、
避
難
所
の
開
設
、
組
織

運
営
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
開
設
訓
練
の
内
容
な
ど
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
障

が
い
種
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

　
発
災
時
は
ま
ず
自
分
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
町
内
会
で
は
発
災
時
間
に
合
わ
せ
、

机
や
椅
子
に
隠
れ
る
な
ど
の
身
を
守
る
行
動
を
と
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
の
状
況
の
確
認

や
周
辺
の
安
全
確
認
を
し
て
一
時
避
難
所
へ
避
難
し

ま
し
た
。

　
各
町
内
会
で
安
否
確
認
を
終
え
た
後
、
公
民
館
や

公
園
な
ど
の
一
時
避
難
地
へ
集
合
し
、
一
般
避
難
所

（
安
城
南
中
学
校
）
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
す
る
際
に
は
町
内
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人

や
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
、
車
い
す
使
用
者
な
ど
の

要
配
慮
者
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
一
緒
に
避
難
し

ま
し
た
。

　
障
害
者
福
祉
施
設
の
理
事
長
と
し
て
実
際
に
被
災

さ
れ
た
下
郡
山
和
子
氏
に
東
日
本
大
震
災
の
際
に
障

が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が
ど
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え
、

ま
た
災
害
時
の
備
え
と
し
て
何

が
有
効
だ
っ
た
の
か
を
体
験
談

を
交
え
て
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
と
福
祉
施
設

の
連
携
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
地
域
の
障
が
い
の
あ
る
人

の
把
握
と
理
解
、
交
流
の
必
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

●
声
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
み
で
困
っ

た
。
文
字
に
よ
る
情
報
提
供
が

必
要
。（
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

人
）

●
必
要
な
も
の
は
持
参
す
る
な
ど

自
助
努
力
も
必
要
だ
と
感
じ

た
。

●
薬
な
ど
の
入
手
方
法
が
心
配
。

●
防
災
資
材
の
量
・
内
容
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
間
取
り
や
雰

囲
気
が
分
か
っ
た
。
他
の
施
設

も
知
り
た
い
。

参
加
者
の
声

27

一
般
避
難
所
の
開
設
訓
練

一
般
避
難
所
の
開
設
訓
練

一
般
避
難
所
の
開
設
訓
練

推
進
委
員
会

福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

成
果
報
告
会 

成
果
報
告
会 

成
果
報
告
会 

ま
と
め 

ま
と
め

ま
と
め 

　
２
月
21
日
（
日
）
に
は
こ
れ
ま
で
の
成
果

報
告
を
、
参
加
さ
れ
た
町
内
会
や
当
事
者
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
名
城

大
学
都
市
情
報
学
部
教
授
の
柄
谷
友
香
氏
を

招
き
、「
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
所
運

営
の
実
態
と
課
題
〜
東
日
本
大
震
災
・
陸
前

高
田
の
事
例
か
ら
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
訓
練
の
報
告
と
講
演
を
通
し
て

改
め
て
町
内
で
の
つ
な
が
り
作
り
や
安
全
確

保
、
要
配
慮
者
へ
の
避
難
支
援
や
誘
導
、
避

難
所
開
設
訓
練
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
発
災
し
た
場
合
の
混
乱
を
想
定
し
、
両

避
難
所
で
の
訓
練
を
実
施
し
た
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
確
認
さ
れ
、
発
災
か

ら
避
難
所
開
設
ま
で
の
流
れ
を
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
安
城
市
社
協
と
し
て
も
今
回
の
学
び
を

活
か
し
、
町
内
会
や
各
団
体
の
み
な
さ
ま

と
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
要
配
慮
者
が
参
加
す
る
福
祉
避
難
所
訓
練

は
初
め
て
の
試
み
で
、
高
齢
、
肢
体
不
自
由
、

視
覚
・
聴
覚
・
知
的
・
発
達
・
精
神
障
が
い

の
各
当
事
者
、
介
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
１
０
６
人
の
参
加
者
と
職
員
等
の
合
計
１

３
０
人
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

訓練に向けての学び訓練に向けての学び

発災から避難所までの動き発災から避難所までの動き

要
配
慮
者
と
は
？
　
　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
乳
幼
児
等
の
防
災
施
策
に
お
い
て
特
に
配
慮
を
要
す
る
人
の
こ
と
。

福
祉
避
難
所
と
は
？ 

　
　
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
人
に
対
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
た
避
難
所
で
す
。

安
城
市
で
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
も
こ
お
り
や
ま 

か 

ず  

こ
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　　赤松町の社会福祉会館２階にある中根文庫には、今年もた
くさんの福祉に関する本やＤＶＤが追加されるよ。貸出もで
きるので、みんな来てね！

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
や
抱
え
て

い
る
課
題
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

日
　
時
▼
４
月
27
日
か
ら
平
成
29
年
２
月
22
日

　
　
　
　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
４
日
、

　
　
　
　

11
月
23
日
、
12
月
28
日
、
１
月
４

　
　
　
　

日
を
除
く
）
全
40
回

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

場
　
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
３

対
　
象
▼
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以

　
　
　
　

上
の
人
（
高
校
生
不
可
）

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

受
　
付
▼
３
月
19
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
77
）２
９
４
１

　

４
月
か
ら
軽
自
動
車
（
３
人
乗
り
）
タ
イ
プ

の
サ
ル
ビ
ア
号
の
貸
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
給
油

し
て
返
却
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
走
行
距
離
に
応
じ
た
利
用
料
金
（
10
キ
ロ

あ
た
り
１
０
０
円
）
を
返
却
時
に
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
普
通
車
タ
イ
プ
の
10
号
と
11

号
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
満
タ
ン
給
油
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
各
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手  

話  

講  

座

介
護
者
の
つ
ど
い

　
安
城
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

あ
な
た
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
人
、

す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

【
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入(

有
料)

②
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
社
会
福
祉
会
館
利　

用
の
支
援

③
助
成
金
の
相
談
お
よ
び
案
内

④
活
動
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
情
報
提
供

⑤
チ
ラ
シ
印
刷
用
紙
の
提
供

⑥
印
刷
機
、
裁
断
機
等
機
器
の
利
用
提
供

　

な
ど
、
団
体
や
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活　

　

動
を
支
援
し
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
用
紙

　

※
安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

（http://w
w

w
.anjo-syakyo.or.jp

）

②
会
員
名
簿

③
平
成
27
年
度
の
活
動
実
績
又
は
活
動
内
容　

の
わ
か
る
資
料

※
窓
口
に
て
受
付

問
い
合
わ
せ
▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　

☎
（
77
）２
９
４
１

　

「
傾
聴
」
と
は
、
耳
を
傾
け
、
相
手
の
心
に

寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く
こ
と
で
す
。
講
座
を

通
し
て
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

を
見
つ
め
直
し
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
▼
５
月
13
日
㈮
、
27
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館　

会
議
室

内
　
容
▼
①
傾
聴
と
は
何
か

　
　

　
　

②
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

③
聞
く
姿
勢

　
　
　
　

④
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
を
求

　
　
　
　
　

め
ら
れ
て
い
る
か

講
　
師
▼
佐
野　

真
紀
氏

　
　
　
　
（
愛
知
教
育
大
学　
准
教
授
）

対
　
象
▼
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
傾
聴
ボ

　
　
　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
５
０
０
円

受
　
付
▼
３
月
19
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
77
）２
９
４
１

平
成
28
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
受
付
中
！

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

ハートンからの
　おしらせだよ！

日時・場所・問い合わせ

４月１4日（木）
午後１時３0分～３時
中部福祉センター
教養娯楽室
☎７６－００９０

４月２日（土）
午後１時～４時
社会福祉会館　会議室
☎７７－２９４１

介護者の
つどい　

介護者　　
おしゃべり
サロン　　

※介護者おしゃべりサロンは当事者による
　自主グループです。

電 話 番 号
７６－００９０

７３－５７５７

９２－３６４１

９７－５０００

７２－６６１６

７２－７５７０

９９－７３６５

７７－７８８８

場　　所
中部福祉センター

安祥福祉センター

南部公民館

北部福祉センター

西部福祉センター

作野福祉センター

桜井福祉センター

総合福祉センター

総合福祉センター

定員
３人

３人

３人

３人

３人

３人

３人

10人

６人

１号

２号

３号

５号

６号

７号

８号

10号

11号

車
い
す
移
送
車
サ
ル
ビ
ア
号
の

貸
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

さ　

の　
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